
高温に耐えるだけでは限界がある。→ 発想を転換し、新たなビジネスチャンスに。
＜例＞・水稲の再生２期作

・品目の適地の拡大（北上）
・収穫期間の延長
・漁期の前後への延長

気候変動の影響とその対策について

図日本の年平均気温の経年変化（1898〜2024年）と順位表（上位6年） 全国のアメダス地点で観測された猛暑日の地点数の積算6〜8月

○地球温暖化の状況

○県内の農産物等への影響と対策

○高温を「活かす」発想の転換

水稲：白未熟粒の増加→品質低下
いちご：花芽分化の遅れ→出荷量減少
カキ：日焼け果発生、着色不良→出荷量減少
病害虫：主要な害虫の多発→幅広い農作物で収量・品質が低下

〇気象庁によれば、2024年の日本（全国）
の平均気温は1898年の統計開始以降、最
も高い値となった。

○特に夏場の高温は“想定外”の
もので、毎年猛暑日の地点数
は増加。2024年の岐阜地点で
は、7月の猛暑日は13日(平年
値+7.2日)、8月の猛暑日は22
日(+12日)と激増。

・高温耐性品種の育種、実証
・高温下での適正な栽培技術の確立
・高温に対応した資材の開発、実証
・病害虫の発生予察の徹底
・新たな防除体系の確立、適期防除の徹底
・高温障害の発生予測と地域ごとの対策立案

【影響】
【対策】
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参考資料 想定外の高温等、気候変動の影響とその対策

取り組むべき主な課題影響等品目・分野

〇高温耐性有望品種「清流のめぐみ」等の実証試験

〇高温下での適正な水管理や施肥体系の実証

〇気候変動に適応した水稲品種の育種や選定
（研究機関における高温環境条件をコントロール
できる施設等の環境整備を含む）

〇平坦地域を中心にコシヒカリ等の品種において、高温に起因する
「白未熟粒」の発生による品質の著しい低下。
［R6コシヒカリ１等米比率：3.1％］

〇比較的冷涼な中山間地域においても、「白未熟粒」が散見される
状況で、現時点では大幅な等級低下までは至っていないものの、
近い将来には影響が懸念。

①水稲

〇育苗期における高温対策（株予冷処理、遮熱資材
等の効果実証）

〇作業者への負担軽減の観点も踏まえ、高温時の育
苗作業の省力化を図る技術の開発

②イチゴ

白未熟粒（米）

〇令和５年は、育苗期である８
月頃の想定外の高温により花
芽分化が進まず出荷の開始が
遅れ、クリスマス需要等の高
単価が期待できる、年内の出
荷分は大きく減少。

［年内出荷量：過去５年平均比
37％減少]

ぎふいちご期間別出荷推移（単位：㌧）

※JA全農ぎふ提供

（参考）ぎふいちご年間出荷推移（単位：㌧）



取り組むべき課題（主なもの）影響等品目・分野

〇カメムシの発生状況に基づく適期防除の徹底及び
発生の長期化に対応した防除体系の確立

〇高温被害軽減のための自然由来成分資材「ＢＳ資
材」の検証

〇令和６年産の富有柿等は、生育期間を通じた高温によるカメ
ムシの多発や日焼け果の発生、果実の着色不良等により、出
荷量が減少。
[R6共販出荷量：前年比24％減少]

③カキ

〇温暖化等に適応する新たな防除体系確立のための
実証等

＜カメムシ＞
・発生状況に基づく適期防除の徹底及び発生の長期
化に対応した防除体系の確立【再掲】

＜ハスモンヨトウ＞
・地域における発生予察の詳細なデータに基づく、
新たな農薬を含めた防除体系の確立

・殺虫剤抵抗性の発達を回避した管理技術の開発

〇想定外の高温に伴い、越冬成虫の増加及び繁殖スピードが速
まる等により、カメムシやハスモンヨトウといった主要な害
虫が平年より多発し、幅広い農作物で収量・品質が低下。
［果樹カメムシ類は、平年の28.7倍（岐阜市・ツヤアオカメ
ムシ）、ハスモンヨトウは、平年の5.1倍（海津市）等］

④病害虫

〇異常な高温から身体的負担軽減を図る労働環境の
改善（ファンベスト等の熱中症対策資材の導入）

○高温期にハウスや作業場で長時間の収穫等作業を行う、夏秋
トマト等の園芸農家からは、直近２年の猛暑について、「体
力の限界」や「パート人材が確保できない」との声。

〇全国の農作業中の熱中症死亡者は、直近10年間で約260名で
７月～８月に集中。

⑤労働環境
（トマト等の
施設園芸）

カメムシの吸汁被害（コメ）

カメムシの吸汁被害（カキ）

ハスモンヨトウの食害（大豆）

ファンベスト ウエアラブル端末

富有柿出荷推移（㌧）

※JA全農ぎふ提供



取り組むべき主な課題影響等品目・分野

〇早期遡上鮎由来の稚鮎の安定的な生産、早期放流
（親魚養成）

〇産卵期が遅れることにより、漁期終盤に漁獲され
る鮎の有効活用の検討

〇早期放流により、漁期早期の魅力的な漁場づくり
の検討

〇漁獲鮎のブランド化と消費拡大の推進

〇温暖化の影響により、秋季の河川水温の低下が遅れることにより、
産卵期のピークが３０年前より約１カ月遅れている。
（1995年:10月上旬にピーク→2024年:11月上旬ピーク（情報提
供：水産研））

〇産卵の遅れに伴う天然遡上鮎の晩期小型化により、漁獲サイズに
達する時期が遅れている。

〇一方、春先の河川水温の上昇が早まり、早く放流することで、こ
れまでよりも早く漁獲サイズに成長することが期待できる。

⑥鮎

12月11月10月９月８月７月６月５月４月3月

大きなサイズで遡上

小さなサイズ
で遡上

漁獲対象まで
成長できず

１１月以降に
産卵

遡上期 漁期 産卵期

遡上期

漁期

産卵期

漁期前半からよく釣れる 漁期後半に大型化
１０月までに産卵

適水温で高成長

低水温で
低成長

海域生活期

海域生活期

放流

放流

漁期早期
漁場づくり

早期放流検討すべき
適応策

漁獲鮎の
有効活用

現状

30年前

漁期が延長

漁期の拡大を検討 漁期の拡大を検討

温暖化の影響


